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Augmented Q&A System
~~~~~~~円滑な問題解決を目指して~~~~~~~

イベントに参加した時質問のしづらさを感じたことはありませんか？

• 普段あったことのない人への質問へ踏み切れない。
• 質問に関する暗黙のルールが怖い。
• 他者に内容が伝わるか心配になる。

こういった時に、気軽に質問ができたらうれしくないですか？
質問できず後悔したことはないですか？

１.背景：「質問」しづらくない？ ２.仮説：じゃどうしたらよさそう？

6.今後：これからどうするか？

• イベントだけでなく、コミュニティや講演の質問への活用。
• Webアプリケーションだけに縛るのではなく、フレームワー
クのような立ち位置へとしたい。

• 回答の質を担保するためのいいね機能等の追加。

• 他のトレーニーにもプロトタイプを試してもらいたい。
• セキュリティに関する失敗をした時の問題解決に役立てたい。
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4.提案：こんなものを作ってみました!

5.結果：これがあるとどうなるかって？

Augmented Q&A Systemの設計と利用
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先ほどの仮説とアンケート結果に基づき、GAS（Google App Script）を用いてWebアプリケーションの作成を行った。

Augmented Q&A Systemの作成に至る

3. 調査：現実と想像の違いを確認!

インターネットで調べる方法がわ
からないとき、ステータス表示が
あれば単純な質問でも、質問をし
ながら調査をできる。構造化があ
れば、自由記述欄に整理して書く
のが苦手な人でも安心して記載
することができる？

• 質問の構造化。
• 質問者と解答者のステータス表示。
• 構造化されているので、データと

して用いることが可能。

機能として上記の機能を質問システム
として提供をすることができれば

質問者は、一覧表示画面で「質問ボタ
ン」をクリックすることで質問ができ
る。その質問画面ではアンケートに記
載する感覚で記載ができる。

質問中の
質問画面

閲覧者は、過去のデータ参照画面で構
造化された過去の質問データにアクセ
スすることができます。

回答画面

アンケート結果

プロトタイプ作成参考としてイベント内の問題を確認するために、SecHack365のトレーニーとトレーナー
にアンケートを行い結果を得た。

トレーナー側へのアンケート（9人）

トレーナーの質問に対する考え方。

• 進捗が停滞しているなら相談してもらいたい。
• 整理できない段階や域をするように質問して

ほしい。

トレーニー側へのアンケート（11人）

トレーニーの質問をすることに対し感じていること。

• 調べればわかるかもしれない。
• どうやって質問すればいいかわからない。
• 知識量の差による質問のしづらさ
• 質問するのが恥ずかしい。

アンケートの分析

トレーニーとトレーナーの認識の齟齬が
存在している。また、トレーニー側が
様々な質問における暗黙のルールに引っ
張られてしまっている印象を受ける。

それらを意識しないようにしてあ
げればいいのではないか？

「事象、経過、
原因」に分解す
ることにより、
質問者が自身の
疑問点を整理す
ることができる。

ここでは「調査中、自己解決済み、調査のための知識不足」
といった選択で自身の状況を回答者に説明します。

回答者は一覧表示から自分がアドバイ
スできそうな問題を探すことができま
す。また、回答画面では自分が何をア
ドバイスすればいいかを選択すること
ができます。

分野を指定す
ることで、解
答者が得意と
している分野
であるかを確
認することが
できる。

回答2は必ず回
答する必要はな
い。経験は回答
者の経験に基づ
くアドバイスで
ある。

回答１は必ず回
答する必要はな
い。対処はその
人が思いついた
質問に対する考
えを掲載する。

回答3は回答者
が最低限回答し
てもらいたい点
となります。こ
れは、質問者の
調査の材料にな
ります。

回答4は回答者
から質問者にこ
の質問がどのよ
うな質問である
のかを示します。

• 質問形式で問題を分割し構造化することにより、理解が
しやすくする。

• 自身の状態を抽象的に相手に伝えることで、調査を行い
ながら質問未満の質問が可能にする。

• 構造化されているため、どこを見ればよいかわかりやす
くする。

• 質問者から歩みを踏み出すのではなく、回答者から歩み
寄ることにより距離を縮める。

設計のポイント

自分自身がプロトタイプを試したところ以下のことを感じた

• 質問内容を構造化しているため、自由記述欄の場合だと記述内容に悩んで
しまう点が軽減された。

• 自分の状態を記載し回答者に提示する方式は、相手に自分の状況を教える
ことで心理的負担の軽減になると感じた。また、選択式にすることで悩む
ことを回避できると感じた。

• 質問者が回答者にどう思われるかという心理的負担の軽減はまだできてい
ないと感じた。

質問者

トレーニーからのアンケートは少ないか？
はい：77.8% いいえ：22.2%

トレーナーに質問しにくいか？
はい：63.8% いいえ：27.3%


